














学校行事の指導と評価

１ 指導と評価の指導計画の作成の考え方

学校行事は，学年や学校を単位とする活動を教師の意図的，計画的な指導を通して行

うことを特質としている。したがって，学校行事の指導計画については，儀式的行事，

文化的行事，健康安全・体育的行事，遠足・集団宿泊的行事，勤労生産・奉仕的行事の

５つの種類ごとに学習指導要領に示された目標や内容を踏まえ，各学校で定めた目標，

各学校行事のねらいや実施時期と内容及び授業時数などを示す必要がある。

評価については，各学校において５つの種類ごとに評価規準を設定し，これに基づい

て評価を行うことが考えられる。

２ 健康安全・体育的行事（運動会）の年間指導計画の例

次は，健康安全・体育的行事(運動会)の指導計画例である。

１ 健康安全・体育的行事の内容

心身の健全な発達や健康の保持増進などについての関心を高め，安全な行動や規

律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の

向上などに資するような活動を行うこと。

２ 健康安全・体育的行事の評価規準

集団活動や生活への 集団の一員としての 集団活動や生活についての

思考・判断・実践 関心・意欲・態度 知識・理解

心身の健全な発達や健康の保持 学校や学年の一員としての自覚 健康安全・体育的行事の意義

増進，運動などに関心をもち， をもち，自己の健康や安全，規 や，心身の健全な発達，安全

積極的に健康安全・体育的行事 律ある集団行動などについて考 な生活，体力向上の方法など

に取り組もうとしている。 え，判断し，実践している。 について理解している。

３ 年間指導計画

月 行事 ねらい・時数 １ ２ ３ ４ ５ ６

４ 健康診断 自分自身の体の成長を知り，より健康に生活してい １ １ １ １ １ １

く力を育てる。

５ 避難訓練 火災などの緊急時の行動様式を身に付け，安全な生 １ １ １ ２ ２ ２

活に対する理解を深める （給食室）。

６ 交通安全教室 正しい歩行や自転車の乗り方を知り，安全に生活す １ １ １ １ １ １

る態度と習慣を身に付ける。

７ 防犯教室 身の回りの危険を予測・回避し，安全な生活に対す １ １ １

る理解を深める。

９ 避難訓練 地震などの緊急時に，安全に避難する方法を身に付 １ １ １ １ １ １

ける。

運動会 児童相互が協力し，楽しみの中に豊かな心の育成と ８ ８ ８ ８ ８ ８10
体力の向上を図る。

１ 避難訓練 火災などの緊急時の行動様式を身に付け，安全な生 １ １ １ １ １ １

活に対する理解を深める （理科室）。
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３ 運動会の指導計画例（５年）

平成 年度 秋期大運動会(健康安全・体育的行事)の指導計画(例)

① ねらい

それぞれの役割や分担における自主的な態度を育成するとともに，運動の楽し

さを味わわせ，学校生活の充実を図る。

② 指導計画

活動の流れ 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法

・各学級で代表委員会に提 ・地域の人の参加意欲が高まるような 【関心・意欲・態度】

案する運動会のポスター ポスターになるように工夫させる。 ・意欲をもって，練習などに積

。 〔 〕 。準 を考える 帰りの会 ・各学級の案を集約し，よりよいポス 極的に参加しようとしている

備 ・代表委員会で運動会のポ ターになるように助言する。 ・自分の役割について，進んで

・ スターを決める。 ・自分のよさが生かせるような係に所 準備をしている。

練 ・高学年は，応援団の選出 属できるようにする。 【知識・理解】

。 。習 や各係の役割分担をする ・見通しをもって活動計画を作成させ ・運動会の意義を理解している

・係ごとの打ち合わせをす る。 ・運動会で大切にしたいことを

る。 ・よりよい運動会にできるように，め 書くことができる。

・全体練習 あてをもって取り組めるようにする 〈観察・カード〉資料①。

・開会式 ・自分の立てためあてが実現できるよ 【思考・判断・実践】

・徒競走 うに指導・援助する。 ・練習したことを生かして信頼

運 ・団体演技 ・高学年としての自覚をもって，進ん し合って演技している。

動 ・応援合戦 で係の仕事ができるように配慮する ・めあてに向かって自分の責任。

会 ・団体競技 を果たしている。

・リレー ・プログラムの進行を意識して

・全校種目 集団行動をしている。

・閉会式 ・高学年は，リーダーシップを

。 〈 〉発揮している 観察

・学級で一人一人がめあて ・カードなどを活用して学級として， 【思考・判断・実践】

振 について振り返りをする 個人としての両方の視点から振り返 ・運動会を振り返り，自分の役。

り ・代表委員会で，テーマに ることができるようにする。 割や望ましい参加の仕方，成

返 ついての反省をする。 ・次年度に生かす点を明確にすること 果や課題についてまとめるこ

り ・係ごとに集まり，片付け ができるように助言する。 とができる。

と反省をする。 〈観察・カード〉 資料①

学校行事においては，すべての児童の活動の状況について直接見とることが困難であ

， ， ，ったり 学級担任以外の教師が評価したりすることもあるため 適切な評価となるよう

その方法などについて工夫する必要がある。また，言語活動の充実を図る観点から，学

習指導要領に「体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合

ったりするなどの活動を充実するよう工夫すること」と示されたことを踏まえ，児童の

作成した成果物などを評価に生かすことが大切である。例えば，各種学校行事の意義の

理解，参加への関心や意欲，創意工夫や実践の状況などについて，児童が活動を振り返

ってまとめたカードや感想文，発表の内容など，児童の書いた文章や表現から読み取っ

て評価の参考にすることも考えられる。その際，文章表現の巧拙に左右されず，日頃の

学校行事への活動の取組の様子なども踏まえ，積極的に児童のよさや可能性を見とるよ

うにする必要がある。



次に示したのは，児童の運動会への取組状況を評価する際に，各種学校行事に共通し

て活用できる「がんばりカード」の児童の記述内容を参考にした例である。

資料① 各種学校行事に共通に活用できる「がんばりカード」の例〉〈

，

また，前述したとおり，各学校において５つの学校行事の種類ごとに評価規準を設定

して評価を行う際に，共通して活用できる評価カードを作成することも工夫の一つであ

る 〈資料②〉は，すべての学校行事を対象として記録するのではなく，各学校におい。

て５つの種類ごとにそれぞれ最も重点を置いて評価する学校行事を決めて活用した評価

補助簿の例である。

〈資料② 〈最も重点を置いた学校行事で活用した評価補助簿の例〉

行事名 月 日（ ）[ ]
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各行事について３段階で振り返ることによ

り，自己評価の力を高めたり，指導の参考

にしたりする。

ここでは，「友達を意識して考えたり実践
したりしていること」「学校行事の目標の
実現に向けて工夫したり，努力したりして
いること」を読み取る。この児童の場合
は，「1年生のことも考えて応援の練習方法
を工夫していること」や「運動会を盛り上
げるために力いっぱい努力したこと」が伝
わってくるので，【思考・判断・実践】の
評価の観点は，十分満足できる活動の状況
であると考えられる。

学校としての学校行事のねらいを児童に分か

りやすい言葉で印刷しておく。

事前に指導した学校行事の意義である「協

力」や「自主性」，「役割と責任」などに

関連する記述がある場合，【知識・理解】

の観点について見とることができる。


